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はじめに 

 

生物標本には液浸標本，乾燥標本，樹脂包埋標本

など様々な種類がありその用途や研究の目的に応じ

た手法が開発されてきた．1）魚類においては体内に

含まれる水分が多いことから保存液に浸ける液浸標

本として保存することが主流である．2）液浸標本は

保存液としてエタノールもしくはホルマリン溶液を

使用することが多い．1）液浸標本のメリットとして

は，体型が変形しにくく，計数および計測がいつで

も可能である 2）ことなどが挙げられる．一方，液

浸標本のデメリットとしては，発ガン性物質である

ホルマリンや，引火性が高く危険物に指定されてい

るエタノールを保存液に使用する 1）ことが挙げら

れる．また，両者に共通する最大の欠点は，サンプ

ルの体色が退色してしまうことである．3）体色が退

色することで種を判別するための大きな手がかりを

失い研究材料の価値を下げてしまう．そこで小野

（2004）1）はサンプルの色彩を残すグリセリン浸透

法を検討し，それを廣田ら（2014）2）は魚類に応用

した．しかし, 全ての魚種で収縮，変形および退色

が起こり 2）改良の余地があるとされた．さらに北

詰（2020）4）はウミウシのグリセリン浸透法を作製

する際に，収縮を防ぐためにホルマリン固定したサ

ンプルをグリセリン原液に直接浸漬するのでなく，

低濃度のグリセリンから徐々にその濃度を高め置換

する方法の有用性について示唆した．   

本報ではこれらの手法を応用し，保存液としてホ

ルマリンを使用せず，かつ体色を極力残して体型が

変形しにくい標本の作製手法の有用性について検討

したので報告する．  

 
材料と方法 

  
  材料 サンプルは暖色系の体色であるチカメキ

ントキ（Cookeolus japonicus），寒色系の体色であ

るマアジ（Trachurus japonicus），体表が厚いウマ

ヅラハギ（Thamnaconus modestus），頭足類としてス

ルメイカ（Todarodes pacificus），甲殻類としてオ

オコシオリエビ（Cervimunida princeps）とした．

サンプルの固定には魚類で一般的に使用される

10％ホルマリン 5）を，保存液にはホルマリンおよび

グリセリンを用いた． 

方法 手法 1は北詰（2020）4）の手法を応用し，

比較として既存の知見である手法 2および手法 3を

用いて検討を行った． 

手法 1～3に用いたサンプルはいずれも最初に

10％ホルマリンに浸漬して固定した．通常ホルマリ

ンはサンプルのサイズにもよるが 7日間～3週間浸

漬する場合が多い．5）本報では体色の退色を極力防

ぐために 24時間浸漬することで固定を行った．固

定後のサンプルについては次の手法 1～3により処

理を行った．なお，各手法の手順をまとめた概要は

図 1に示す． 

手法 1 保存液への置換を行う前にサンプルを水

道水に 10分間浸すことでホルマリンを洗い流し，

その後，グリセリンにより置換を進めた．つまり，

蒸留水で希釈した 10％グリセリンにサンプルを 2～

4日間浸漬した後，同様の作業を 30％，60％と徐々

にグリセリン濃度を上げて置換を行った．そして最

終的にグリセリンの原液に浸漬して完成とした. 

手法 2 本手法はグリセリン浸透法を魚類に応用
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した廣田（2014）2）の手法を参考にした．固定後水

道水に 10分間浸してホルマリンを洗い流してから

グリセリンの原液に浸漬することで完成とした． 

手法 3 固定用 10％ホルマリンにそのまま浸漬

することで完成とした． 

以上，これらの 3つの手法で作製した標本につい

て，2～3週間後に体色および体型のうち目の陥没

と体表の皺について比較を行った． 

 

 

 

 

 

結果 

 

チチカカメメキキンントトキキ  全ての手法で体色の退色が著

しかった．体型については手法 1では目の陥没が若

干みられ，体表には少し皺ができた．手法 2では目

の陥没，体表の皺などの変形が顕著にみられた．手

法 3では目の陥没および体表の皺はほぼみられなか

った． 

以上のことから，体色に関しては 3つの手法で退

色したが，体型に関しては手法３が最も変形が少な

く，手法 1の方が手法 2より変形は少なかった（図

2）. 

ママアアジジ  手法 1では体色が若干退色し，体型は

目の陥没が若干みられ，体表には少し皺ができた．

手法 2では体色は若干退色し，体型は目が陥没して

全体的に皺ができた．手法 3では体色は黒っぽく変

色し，目の陥没および体表の皺はほぼみられなかっ

た． 

以上のことから，体色に関しては手法 1と手法 2

でほぼ差はなく，体型に関しては手法３が最も変形

が少なく，手法 1の方が手法 2よりも変形は少なか

った（図 3）． 

ウウママヅヅララハハギギ  手法 1では体色の退色はほぼみ

られず，体型は目の陥没が若干みられ，体表には少

し皺ができた．手法 2では体色の退色はほぼみられ

ず，体型は目が陥没して皺ができ，魚体の水分が急

激に抜けたことで体が反り返り大きく変形した．手

法 3については体色が若干白濁したが，目の陥没お

よび体表の皺はほぼみられなかった． 

以上のことから，体色に関しては 3つの手法で大

きな差はなかったが，体型に関しては手法３が最も

変形が少なく，手法 1の方が手法 2より変形は少な

かった（図 4）． 

ススルルメメイイカカ  手法 1では体色が赤く変色し，体

型は少し歪んだが大きな変形はなかった．手法 2

は，体色は手法 1同様赤く変色し，体型は外套膜お

よび触腕が曲がるなど大きく変形した．手法 3につ

いては体色が白く白濁し，体型に変形はなかった． 

以上のことから，体色に関しては手法 1と手法 2

では赤く変色し，手法 3では白く変色した．体型に

関しては手法３が最も変形が少なく，手法 1の方が

手法 2より変形は少なかった（図 5）． 

オオオオココシシオオリリエエビビ  全ての手法で体型に変形は

みられなかった．体色に関して手法 1および手法 3

ではほぼ変化はなく，手法 2では生鮮時よりも標本

完成時の方が，体色が赤く鮮やかとなった． 

以上のことから，体型は 3つの手法で差はなかっ

たが，体色は手法 2のみ変化があった（図 6）． 

なお，全ての結果の概要は表１に示す． 

 

図 1．各手法の作製手順 

 

表 1．各種手法による結果 

◎：生鮮時と比べて体色および体型にほぼ変化なし 

〇：生鮮時と比べて体色および体型に若干変化あり 

△：生鮮時と比べて体色および体型に大きな変化あり 
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スケール＝50mm       

手法 1 

手法 2 

手法 3 

➀生鮮時     ➁標本完成時    ➂目の陥没拡大図 ➃体表の皺拡大図     

図 3．マアジによる各種標本 

図 4．ウマズラハギによる各種標本 

 

スケール＝50mm       

手法 1 

 

手法 2 

 

手法 3 

➀生鮮時     ➁標本完成時   ➂目の陥没拡大図  ➃体表の皺拡大図     

手法 1 

 

 

手法 2 

 

 

手法 3 

➀生鮮時     ➁標本完成時    ➂目の陥没拡大図 ➃体表の皺拡大図     

スケール＝50mm       

図 2．チカメキントキによる各種標本 
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➀生鮮時        ➁標本完成時       ➂外套膜拡大図 ➃触手の皺拡大図  
手法 1 

 

 

手法 2 

 

 

 

手法 3 

スケール＝50mm       

図 5．スルメイカによる各種標本 

スケール＝50mm       

手法 1 

 

 

 

 

手法 2 

 

 

 

 

 

手法 3 

➀生鮮時                ➁標本完成時       

図 6．オオコシオリエビによる各種標本 
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考察 

 

これまでに報告されている魚類のグリセリン浸透

法の問題点としては，体色が退色することおよび体

型が変形することが挙げられる． 

体色については，手法 1に用いた暖色系の体色で

あるチカメキントキではその体色は著しく退色した

が，それ以外のサンプルに関しては比較的体色を残

すことが可能であった．体色がある程度残せた要因

は，固定時間を 24時間と短くしたためと考えられ

る．廣田（2014）2）は，10％ホルマリンに浸漬した

サンプルは 3日後には退色したと報告しており，本

手法の固定時間は適切であったと考えられる．また

暖色系色素が退色した要因は，魚類の暖色系色素で

あるカロテノイドは脂溶性 6）であり，グリセリン

に溶け出したためと考えられる．一方，茶や黒など

の暗色系色素であるメラニンは強アルカリなどの溶

媒以外には不溶であり極めて安定している 7）こと

から暗色系色素は退色しにくかったものと考えられ

る．オオコシオリエビについては，手法 2の方が手

法 1よりも赤く鮮やかとなったが，小野（2004）1）

の方法でもエビ類は赤くなると報告されている．ま

たスルメイカに関しては手法 1および 2で赤く変色

した．これはスルメイカの体色の色彩を構成する色

素細胞の配置が変化 8）したことで色彩が変わって

みえたと思われる．オオコシオリエビおよびスルメ

イカの体色の変化のメカニズムについては不明であ

り，今後の検討課題としたい． 

また，体型については，従来のグリセリン浸透法

である手法 2よりも手法１の方がより変形が少なか

った．この理由としては，保存液のグリセリンの濃

度を変えて置換することでグリセリンの浸透速度が

緩やかであったことが考えられる． 

手法 3で検討したホルマリンを用いた液浸標本は

体色の退色はみられたが，体型の変形および収縮は

ほとんどみられなかった．しかし，ホルマリンを保

存液に使用することで時間の経過とともに保存液は

白濁しサンプルが退色することが知られており，
3），9）本研究においてほぼ退色がみられなかったウ

マヅラハギおよびオオコシオリエビのサンプルも時

間の経過とともに退色すると思われる．また，福原

（1979）10）によると，ホルマリン固定に用いた

45mm程度のマダイ稚魚ではほぼ収縮しなかったこ

とから，手法 3で作製した標本の収縮は少ないと思

われる．ホルマリンの有害性の問題において，手法

1は有用であるものの体型の変形においては手法 3

に及ばなかった．そのため体長や鰭条を計測するに

は手法 3が適していると思われる． 

本研究の結果から，グリセリンを多段階の濃度で

浸透する手法 1の利点および欠点が分った．この手

法を用いた標本では，他の手法に比べて種を判別す

るための手がかりとなる体色が残りやすいことが利

点であり，また外見の良さから教育現場や公共機関

でも教材として有効活用できると思われる．今回

は，標本作製後 2～3週間程度のものを比較してい

るが，長期間保管した場合の体色の退色および体型

の変形への影響については不明であり，今後の課題

としたい． 
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